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３年Ａ組・尾形 大(芽室中出身) 自由形400ｍ・6位、同200ｍ・9位 

３年Ａ組・増田順之(芽室中出身) バタフライ100ｍ・10位、同200m・9位 

高校生の中での日本一を決める大会に自分が出場できること、周りの人に支えられてここまできたこと、みんなの応援

があったことに感謝し、意識を高く持って、大会にのぞみたいと思っています。当日には万全の状態で競技できるよう頑

張っていきます。陸上部の応援よろしくお願いします。 

陸上部 ２年C組・河瀬遥紀(緑園中出身) 

自分は去年はリレーの補欠としての出場でしたが、今年は走り幅跳び、三段跳び、

そして4×100m リレーの三種目でインターハイに出場できることになりました。

リレーは去年は準決勝まで進めたので、今年は決勝まで行き、チームベストを出し

たいです。3年生との最後のリレーなので、集中して良い走りをしていきます。 

 個人競技の幅跳び、三段跳びは、今年教育実習生であり、陸上部の先輩でもあ

る小西先輩と皆川先輩に教えてもらったことを生かして、自分なりにベストの跳躍

ができれば、悔いはないです。 

 

表彰式後に集まる写真部(前列左から１人目が中山さん) 

 

写真部部長 ２年A組・中山加奈(第八中出身) 

６月２１日、高文連春季写真展が十勝プラザで行われました。本校

からは１５名が参加し、２３点の作品を出品しました。大会全体では

３８０点の作品数でした。たくさんの作品があり私もいろいろなこと

を学ぶことが出来ました。審査の結果、私は金賞を受賞することがで

き、１０月に深川で行われる全道大会への出場権を得ました。大会の

中で大崎和男先生の講習があり、構図や写真の撮り方を教えていただ

くことができました。秋の高文連では、教えていただいたことに気を

つけながら撮影を重ね、いい写真を撮っていきたいです。 

写真部の活動目標は、まず、みんながそれぞれに楽しく写真を撮る

ことです。そして、大会で賞の撮れるような作品を撮るために、撮影

会を増やし、より多くの作品を撮れるように努力していきます。今年

は、たくさんの一年生が入部してくれたので、学校行事や大会などに

積極的に参加したいと思っています。 

 

  

 

 

１回戦対武修館戦 ２－３ 

 野球部主将 ３年Ｃ組・中村隆之助(標茶中出身) 

僕がこの高校に入学してから甲子園という夢への挑戦が始まりました。 

 その夢を２年目の夏で叶えることができました。あの場所(甲子園)は今までの辛かったことや苦しかったことを忘れさせてく

れる最高の場所でした。あの感動は忘れられません。ですが、僕は何かが違うと思いました。そして、自分達の代で甲子園へ行

くということが本当の夢なんだと気付きました。僕は今のチームメイトが大好きです。だからこそ、その気持ちが強かったのだ

と思います。 

そして最後の夏、結果は惜しくも負けてしまい、夢への挑戦は終わってしまいました。試合直後は、本当に悔しくて生き甲斐

を無くしてしまった感じでした。その時そっと背中をさすってくれた仲間、優しい言葉をかけてくれた仲間、ずっと立ち直るま

で隣にいてくれた仲間、本当にありがとう。僕はこの仲間が一生の仲間だと思っています。そして何よりみんなと全力で高校野

球をやってきたこの３年間は、一生の宝物です。 

最後に、今まで応援して下さったみなさん、本当にありがとうございました。本当は甲子園へ行き、恩返ししたかったのです

が、それができなくて悔しいです。ですが、後輩達が必ず甲子園へ行ってくれると思うので、また応援をよろしくお願いします。 

 
 

野球北北海道大会を終えて 

 

北海道チアリーディング選手権大会、 

エキシビジョンに出場！ 

少ない人数ながら、懸命に演技を披露しました。 

チアリーディング部☆ 

  

水泳部、最後の大会 第６５回全道高等学校選手権水泳競技（競泳）大会 

 

 
「達成感」            尾形 大 

小学校１年生から今日まで続けてきた水泳。７月７，８日に行われた高

体連。記録は良かったものの、順位は最高6位、インターハイに行くには

3位以内に入賞しなければならず、全国には行けなかった。 

 自分の持てる全てを出し切り、今までの水泳人生で一番良いレースがで

きた。一生懸命に取り組めば、その分の幸福を味わえることをこの歳で知

れて良かったと思っている。 

増田順之 

自分は長い間水泳をやってきた。大体年齢と同

じくらいやっていた。そんなに続けているのだ

から、一度くらいは全国大会に出ても良さそう

だが、結局、出ることはできずに最後の高体連

は終わった。 

 正直な話、高校に入ってからは、全国に行く

ことを全く考えなくなっていった。だから練習

も休みがちになり、学年が上がるにつれて、順

位は下がっていった。 

 最後の大会に向けた練習も行くペースに変

化はなかった。それでも当日のレースでは、中

学から伸びなかった自己ベストを大幅に更新

できたので、今まで足りなかったのは練習量で

はなく、気持ちなのだと思った。きっとこれか

ら先にある壁も気の持ちようで超えられると

も思った。 

 
３年滝本投手 

 

陸上部１２名、新潟 IH出場！ 

 

体 育 文 化 後 援 会 ニ ュ ー ス 

写真部高文連支部大会 金賞！ 
 



 


